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３-４　高齢者福祉

　平成17年高齢白書によると、平成16年の高齢化

率は19.5％で、平成37年度には29.9％まで増加し、

国民の3人に1人は高齢者と予測しています。本市の

高齢化率は21.2％と高齢化が進行しており、世代間

扶助のバランスを保ちながら、高齢者の方が生きが

いを持って、元気に暮らしていただけるような高齢

者福祉施策を検討することが必要です。

　介護保険法の改正により、４月から従来の在宅介

護支援センター機能と介護予防ケアマネジメント機

能を兼ね備えた「地域包括支援センター」を設置し

ます。当センターでは、1つは要支援の方や要支援

になるおそれのある方への介護予防サービスの総合

マネジメント、２つは高齢者や家族に対する総合的

な相談・支援、３つは高齢者に対する虐待防止、さ

らにケアマネージャーへの支援を実施し、高齢者の

方が住みなれた地域で、健やかに暮らせるまちづく

りをめざします。

　しかし、介護保険料の見直しなど高齢者のみなさ

んの負担増は避けて通れません。地元自治会やご家

族の協力のもと、県内の市で最も安い介護保険料の

保持と、超高齢社会に対応した施策の展開をめざし

ます。

３-５　障害者（児）福祉

　これまで身体、知的、精神障害者それぞれに対し

て分かれていた福祉施策を、障害を区別せず、制度

の一元化を目的とした「障害者自立支援法」が平成

18年度から施行されます。これまでは本人の所得に

応じた負担（応能負担）でしたが、新しい制度は介

護保険同様に受けたサービスの１割を負担（応益負

担）し、しかも、負担が可能かどうかの判定も家族

を含めた同一世帯の所得を考慮する仕組みに変わり

ます。新しい制度では地域での生活支援や就労支援

が強化されるとともに、支給されるサービスの決定

に審査会の意見を聴取するなど透明化が図られます。

　平成18年度は、タクシーの初乗り運賃の助成（障

害者タクシー助成事業）、市内の授産施設に通所さ

れる重度障害者の方への補助（授産施設重度障害者

加算事業）など市独自施策を実施し、障害者の方が

自分らしく自立した生活を送れるまちづくりを進め

ます。

　また、知的障害者の授産施設であるバンブーハウ

スの拡張移転については、国からの補助が全く期待

できないこともあり、民間資金活用（PFI）方式も

視野に入れ、施設整備を検討します。

３-６　阿下喜温泉『あじさいの里』

　待望の阿下喜温泉『あじさいの里』が、ようやく

３月21日にオ－プンしました。温泉の入浴料は安価

な400円とし、健康福祉の増進や地域の活性化を図

ることを目的に、併設のトレーニングルームと体験

ホ－ルで健康増進事業を展開し、温泉と合わせ相乗

効果をもって、手軽で利用しやすい心身のリフレッ

シュの場としていきたいと考えています。

　本施設を「健康の発信基地」として、気軽に参加

していただく「元気づくり体験」や介護予防サービ

スの「すっきりコース」、エアロバイク・ウェイト

トレーニングマシーンで体を鍛えるトレーニングル

ームの運営などを、（社）元気クラブいなべに委託し、

軽い運動でかいた汗を温泉で洗い流し、心身ともに

リフレッシュいただけるようにします。また、青川

峡キャンピングパ－ク、農業公園などの観光施設や

北勢線と有機的に結び付けるなど利用促進を図りま

す。

４　教育の充実したまちづくり（教育）

４-１　いなべの教育

　平成15年度の学習到達度調査（PISA）や第3回国

際数学・理科教育調査（TIMMS）で子どもの「読解

力の低下」、「数学・理科嫌い」の進行が発表され

ました。「学びからの逃走」や「家庭学習時間の減

少」の問題と併せて、学力向上は重要な教育課題で

す。恵まれた自然と保護者や地域の人々と共に育む

「いなべの教育」を継承するためにも、学力向上と

学び舎の整備は重要不可欠です。

　平成17年度から藤原の小中学校で行っている学力

フォローアップ推進事業を、平成18年度から市内全

域へ広げて実施します。４月の学力調査で、学習上

の弱い部分を把握し、小数の割り算が弱いクラスに

は指導方法を工夫するなど、日々の授業づくりに活

用していきます。また、翌年３月にも学力調査を行

い、工夫した授業づくりが効果的であったかを分析

し、「どうすれば学力が向上するか。」という教育

課題に取り組んでいます。

　さらに平成18年度は、教職員の資質・指導力向上

と家庭学習の充実を目的とした「いなべ市教育研究

所」を開設します。本研究所では、教職員を対象と

した研修や、家庭学習に悩みを持つ保護者のための

教育相談などを実施するとともに、教育課題の調査

や研究を行います。

　平成18年度の校舎整備は、藤原中学校の環境整備、

笠間小学校校舎と中里小学校体育館の耐震補強工事、

員弁東小学校と立田小学校のアスベスト撤去工事を

実施します。員弁西小学校の建て替えにつきまして

は、員弁西保育園の移転後、すみやかに着工できる

よう準備を進めます。

　北勢中学校、員弁中学校の学校給食は、平成17年

度に実施したアンケートを分析し、実施に向けた議

論を深めます。

４-２　自然学習の充実

　市民の心の豊かさ、満足感をもたらすものの1つ

が自然です。総合計画策定のための市民アンケート

によると、「本市の誇り・魅力」の第1位は「自然

環境」（82.1％）でした。

　本市は豊かな自然に恵まれ、フクジュソウやクマ

タカなど貴重な稀少動植物が137種も生息しています。

市では引き続き、専門家と協働し、貴重な稀少動植

物の保存に努めるとともに、データの収集・整理を

図っていきます。また、宇賀川の大安庁舎対岸に完

成する「（仮称）水辺の自然学習園」では、ガラス

越しに川の様子が観察できるようになり、四季を通

した自然学習の場としてご利用いただけます。

４-３　生涯学習の拡充

　本市には、刻限日影石、篠立の風穴、下野尻春日

神社奉納獅子舞など25もの貴重な指定文化財が登録

されており、市民文化の高揚と併せて、これらの保

存に努めます。

　趣味、娯楽にとどまることなく、自己の教養を高

めるためのIT講習、短期生涯学習講座等を開設し、

文化教養の習得に向けたきっかけ作りを進めます。

また、市民文化の中核を担う「いなべ市文化協会」

の設立を支援していきます。

　ご要望の多かった図書検索システムを構築し、ご

自宅から市内図書館の蔵書の検索・予約ができるよ

う整備を進め、図書館の利用を促進します。

４-４　スポーツ振興

　本年は、トリノオリンピック、ワールドベースボ

ールクラシックやサッカーワールドカップドイツ大

会などスポーツの話題には事欠かない「スポーツの

年」です。本市のスポーツ施設も多くの方にご利用

いただき、多くの市民の方がスポーツを通じ、人生

を楽しみ、健康づくり、交流の輪を深めておられま

す。

　いなべ市体育協会は、合併後、いち早く統合され

自主運営されています。平成18年度はスポーツ指導

者連絡協議会、いなべ市グランドゴルフ協会および

スポーツ少年団が体育協会に加盟され、ますますス

ポーツ分野の総合調整や交流が盛んになるものと期

待を寄せています。

　しかし、グランドや体育館などのスポーツ施設の

数は、同規模の市の２倍もあり、その維持管理に１

億３千万円もの莫

大な経費を計上し

ています。今後は、

指定管理者制度の

導入や借地施設の

返還など施設の統

廃合を検討し、維

持管理の効率化、

適正化に努めます。


